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想いを寝たきり高齢者宅ペ堅ぎ二重
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今年4月から、毎月第4水曜日に、町総合福祉センターで「絵手紙教室」を開講しました。

石川吉晴氏を講師に招いて、絵手紙（水彩画）を初歩から楽しくいきいきと学んでいます。

メッセージボランティア「いろえんぴつ」がメッセージを作成し、そこに「絵手紙教室」の

水彩画を添えて絵手紙の完成となります。

出来上がった絵手紙は、寝たきり高齢者等に贈ることにしており、社会参加にも役立ててい

きたいと思います。
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かはく福祉広報（2）

［せンダー管理　6，943，071円 

謀議6・665・452円　　　　芸驚駕篭センタ‾ 

業　　　　　　　　　　　　　法人運営 

讃繋寮業1品霊1認 援事業　膏∴／臓福 

．言出∴　二二，・　　　17・661 

福祉パス連行

指定居宅介護事
26，852，723円

募金配分金事業

2．415，446円

指定居宅介護支
17，866，004円

収支差額　2，123．817円

平
成
2
5
年
度
　
事
業
報
告
・
収
支
決
算

概

　

要

本
法
人
は
昭
和
4
0
年
4
月
2
0
日
に
設
立

さ
れ
、
今
日
ま
で
幾
多
の
課
題
に
直
面
し

な
が
ら
も
、
先
人
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ

り
地
域
福
祉
の
増
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
第
3
期
地
域
福
祉
活
動
計

画
の
初
年
度
と
し
て
、
新
た
に
「
安
心
生

活
支
援
事
業
」
や
N
P
O
法
人
元
気
n
e
l

か
は
く
と
共
催
で
名
誉
町
民
の
大
塚
文
雄

さ
ん
に
よ
る
「
福
祉
コ
ン
サ
ー
ト
」
開
催

と
友
好
都
市
石
巻
市
の
復
興
支
援
と
し
て

旧
宮
城
県
河
北
町
ビ
ッ
グ
バ
ン
会
場
で

「
大
泉
逸
郎
・
命
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
地

域
の
福
祉
課
題
等
を
話
し
合
う
「
福
祉
推

進
員
研
修
会
」
を
開
催
し
、
情
報
交
換
と

住
民
協
働
の
地
域
福
祉
活
動
等
に
つ
い
て

確
認
し
ま
し
た
。

高
齢
者
福
祉
で
は
、
歌
声
喫
茶
や
委
託

事
業
と
し
て
介
護
予
防
運
動
教
室
を
継
続

し
て
開
催
し
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
の

緊
急
通
報
装
置
を
警
備
会
社
へ
の
委
託
方

式
に
変
更
す
る
な
ど
し
て
増
設
を
図
り
安

全
・
安
心
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。



（3）かはく福祉広報
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▲災害救援ボランティア講演会
”▼

▲ボランティア講座（名取市メープル館）

三雲ュ血書　一二‾一手繁華・室掌を
▲社協会長杯ゲートボール大会

▲炊き出し訓練

「言「「日韓 二二e∴十一」－●：章 凵@‾‾‾‾‾tO 一語i， 

、t � 

〃「＼ ��一 

謹墓園話琵 　　ノ† 　ここSgl ��　／‾∴ ∴子∴＿∴ ●●一‾ 

▲福祉推進員研修会
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▲スノーバスターズ支援事業（操作説明会）

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
の
石
巻
市
復

興
支
援
事
業
と
し
て
、
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ァ
団
体
な
ど
が
石
巻
市
仮
設
住
宅
の
居

住
者
と
3
回
に
わ
た
り
草
取
り
と
ス
イ
カ

割
り
、
山
形
い
も
薫
の
提
供
、
か
ま
く
ら

作
り
と
お
し
る
こ
提
供
な
ど
の
交
流
活
動

に
支
援
を
し
ま
し
た
。
更
に
、
本
町
婦
人

会
の
日
赤
奉
仕
団
活
動
と
し
て
石
巻
市
陸

が
い
者
施
設
を
訪
問
し
山
形
い
も
薫
の
提

供
な
ど
の
交
流
活
動
に
福
祉
バ
ス
を
派
遣

し
ま
し
た
。
更
に
、
町
民
参
加
を
公
募
に

ょ
り
宮
域
県
名
取
市
閑
上
地
区
震
災
復
興

状
況
な
ど
に
つ
い
て
視
察
研
修
し
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
エ
ス
テ
パ
ル
で
は
、

ス
コ
ッ
プ
三
味
線
指
導
者
・
瀬
戸
公
美
子

さ
ん
の
演
奏
や
講
演
を
聞
く
と
と
も
に
炊

き
出
し
を
す
る
こ
と
で
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
陸
が
い
者

福
祉
の
一
助
と
し
て
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
清
掃
業
務
を
N
P
O
法
人
ひ
だ
ま
り

の
家
か
ぼ
く
に
継
続
し
て
委
託
す
る
と
と

も
に
陸
が
い
者
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
後

に
町
長
講
話
を
実
施
し
ま
し
た
。
な
お
、

訪
問
事
業
所
に
お
い
て
、
平
成
1
8
年
度
以

来
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
減
少
が
続
い
た
の

が
横
ば
い
に
な
り
、
介
護
保
険
収
入
の
減

少
に
大
き
な
経
営
課
題
が
解
消
し
つ
つ
あ

る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

生
と
復
興
に
思
い
を
こ

言
一
－
諸
事
窪



かはく福祉広報（4）

平
成
2
6
年
度
　
事
業
計
画
・
収
支
予
算

事
業
計
画

1
　
法
人
の
運
営

①
理
事
会
、
評
議
員
会
の
開
催

②
本
会
活
動
の
広
報
・
啓
発
の
た
め
、
社

協
だ
よ
り
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
発
行

③
財
源
基
盤
の
確
立
の
た
め
、
会
員
の
確

保
、
拡
大

④
県
、
町
、
県
社
協
な
ど
関
係
機
関
と
の

連
絡
調
整

⑤
職
員
研
修
の
実
施

⑥
ス
ノ
ー
バ
ス
タ
ー
ズ
事
業
の
実
施

⑦
結
婚
相
談
所
の
開
設

⑧
福
祉
功
労
者
の
表
彰

⑨
各
地
区
や
す
ら
ぎ
推
進
会
議
へ
の
助
成

支
援

⑲
福
祉
活
動
団
体
へ
の
協
力
、
援
助

⑪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
と
の
連
携

⑫
火
災
予
防
の
指
導

⑬
福
祉
推
進
員
の
設
置

⑭
社
協
会
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
の
開
催

⑯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
文
表
彰
の
実
施

⑯
歌
声
喫
茶
「
す
こ
や
か
広
場
」
の
開
催

⑰
絵
手
紙
教
室
「
す
こ
や
か
広
場
」
の
開
催

2
　
共
同
募
金
配
分
金
事
業

①
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

②
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

③
友
愛
訪
問
事
業
の
実
施

④
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
交
流
会
の
実
施

⑤
子
ど
も
と
高
齢
者
の
ふ
れ
あ
い
事
業
の

実
施

⑥
児
童
遊
園
遊
具
の
整
備
補
助

⑦
児
童
生
徒
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

⑧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催

⑨
身
障
者
交
流
会
の
開
催

⑲
東
日
本
大
震
災
被
災
地
支
援

3
　
地
域
福
祉
事
業

①
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

②
心
配
ご
と
相
談
所
の
開
設

③
善
意
銀
行

4
　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業

①
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
の
実
施

5
　
受
託
事
業

①
戦
没
者
追
悼
式
・
平
和
祈
念
式
業
務

②
福
祉
の
ま
ち
育
成
事
業

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
育
成
支
援

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
開
催

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
活
動

③
緊
急
通
報
体
制
等
整
備
事
業

（
や
す
ら
ぎ
警
報
器
の
設
置
）

④
高
静
者
寝
具
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
事
業

⑤
生
き
が
い
活
動
支
援
適
所
事
業

（
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
）

⑥
家
族
介
護
者
交
流
事
業

⑦
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業

・
手
話
通
訳
者
、
奉
仕
員
及
び
要
約
筆

記
奉
仕
員
派
遣
事
業
の
実
施

・
手
話
奉
仕
員
等
養
成
講
座
の
実
施

⑧
介
護
予
防
実
践
事
業

《
公
益
事
業
》

①
福
祉
バ
ス
の
運
行

②
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
管
理

③
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
業
務

6
　
た
す
け
あ
い
事
業

①
た
す
け
あ
い
資
金
の
貸
付
相
談
支
援



（5）かほく福祉広報

D他の収入13，405．000円 2，463，000円 入 1 介護保険収 〕一8鳴19・〇 、子・ 、書 ��会費6，044，000円 寄付金10，000円 補助金9，316，0〇 二●∴ ＼受託金3 事案仰 00円 貨ホ 100 闊饗議醸議翳諾i 

∴ヽ 収 7．035， 6〔唾 ∴「． 
35．277．000円

収入　2，635．000円

補助事業等収入

自立支援費等収
3，539．000円

地域包括支援i援センター24●771●000円　　法人運 ラー管理 刮c20，715，000円 共同募金配分： 2，678．000円 地域結社［ 20，766．0（ 貸付雪男 300．000 

－ 

業務 ��

醸　支出 164．665．000円 

事業 � 

藷　指定訪蘭介護事業 塞　59，695，000円一 　言ヽ　　　　∴∴ 剋w定居宅1 18，013．00 

・・幸‾登載寵望認一、－拙’三溝穀 � 

∴‾曾・－　　　　　た　一　m‾ � 

総合福祉せンタ
7，555，000円

福祉パス連行
7，172，000円

指定居宅介護
3，000，000円

収支差額　△7．630．000円（不足額は、これまでの繰越金で補填します。）

7
　
居
宅
介
護
支
援
事
業

（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

①
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
の
充
実
・
強
化

②
要
介
護
認
定
調
査
事
業
受
託

③
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
受
託

8
　
居
宅
介
護
等
事
業

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）

⑪
指
定
訪
問
介
護
事
業
の
充
実
・
強
化

②
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
の
充
実

・強化

③
指
定
居
宅
介
護
事
業
の
充
実
・
強
化

（
陸
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
）

町
民
か
ら
、
広
く
支
持
・
信
頼
を

受
け
る
事
業
所
と
な
る
た
め
、
各

種
研
修
会
等
へ
の
積
極
的
な
参
加
、

よ
り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、

対
象
者
か
ら
の
要
望
等
に
対
す
る

適
切
な
対
応
を
心
が
げ
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
等
事
業
の
展
開
を
図
る
。

9

日
本
赤
十
字
社

河
北
町
分
区

①
赤
十
字
活
動
の

推
進
と
協
力



心も体も元気忙額日章しまう
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かはく福祉広報（6）

第1・3火曜日（Aコース）、第2・4火

曜日（Bコース）に分かれて、介護予防のた

め、無理のない楽しい運動でIhも体も元気に

なるように活動中です。

講師　鹿俣体育研究所

健康運動指導士　鹿俣 由美氏

◎利用書の声（平成25年度よの
・足が良くなり、気分も明るくなりました。

・肩こりが少なくなりました。

・膝が痛かったのですか、痛くなくり正座

ができるようになりました。
・体が軽くなり、筋肉が柔らかくなりました。

・笑顔が多くなりました。

高齢善等が婁心して暮らすためほ
社会福祉協議会では、町から委託を受けて、高齢者の一人暮らしの方に緊急通報

システムの取り付けを行なっております。
ALSOK（アルソツク）山形（株）（警備業）と連携して高齢者等が安心して生活

できるよう、緊急通報システムを設置・整備していきます。
（5月31日現在、設置件数は126件です。）

緊急通報システムのイメージ図

非常ボタンを押すだけで、
いつでも通報できます。

9　事

＿一／　　／

高齢者等

ALSOKガードセンター

※設置のご相談は、地域の民生児童委員まで

ALSOKガードマン

こ
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圭

製
曜
『
壁
書
濃
嶺
醸
畠
』



（7）かはく福祉広報

『福祉サービス利用援助事業』
●こんなことでお困りではありませんか？

C）福祉サービスを利用したいけど、手続きがわからない。

（⊃生活費の引きおろし、毎月の支払い手続きを誰かに手伝ってほしい。

C）役所や業者から届く書類をどうしたらよいかわからない。

○通帳や印鑑をどこに置いたか忘れてばかり……。

●どんな人が利用できるの7

0高齢者の方や障かいのある方

判断能力が十分でない方や自らの判断で適切なサービスを選べず自分にあった

サービスを利用できない方に対して、地域で安心して暮らせるよう福祉サービ

スの利用援助や日常的金銭管理等の生活支援を行います。

《利用できるまでの潰れが

希望される方

（D相談を受けます。

（社会福祉協議会

②専門員による訪問・面接を行います。

（必要に応じて何度か訪問します）
・：・相談料・・・無料

③お手伝いの内容（支援計画）を決めます。

（D契約を結びます。

⑤生活支援員によるお手伝いが始まります。

希望される方／

・：・利用料1回（1時間程度）1，500円です。

生活保護を受けている世帯は無料です。

秘密は守られますので、お気軽にご相談ください。

河北町社会福祉協議会　　872－7800



河北調結婚網議所
結婚に関する相談を女性相談員が

受け付けております。

◎日時：毎月第1・2・3火曜日
午後6時～8時

場所：どんがホール
（毎月第4・5火曜日、祝日は
休みになります）

‾結婚成立数　　6組

現在交際中　　1組
お見合いの実施　77件

（H26．5．31現在）

河北町結婚相談所（72－7800）
（社会福祉協議会内）

雲　集 

十三∴‥∴∴　÷∴ 

（I 

（65歳未満の方）

履歴書（市販の用紙に顔写真添付）と資格証
の写しを、社会福祉協議会宛てに郵送または

持参してください。

かほく福祉広報（8）

社会福祉協議会では、年会費
1世帯当たり1，200円のご協力

をいただいております。

本年度も福祉活度推進のため

に、皆様のご協力を心よりお願

い申し上げます。

各地区をとおして収納のお願

いとなります。

社会福祉協議会の事業について

（よ前頁に紹介しております。

歌　声　膜　蕪
毎日第2水曜日、永＃勉氏を語間に招いて

楽しく歌っています。
、一一一、

漆

’言 凵�怦� ��ﾈ�X���「：∴1－°／・： 　　　‾l－ 

i・」 

ヽ　一 �� ��

お間合

社会福祉協議会　庶務会計係（72－7800）

私も参加　みんなも参加　一人ひとりが住みやすい町

㊧
社会福祉法人

河北町社会福祉協議会
指定居宅介護支援事業所　指定居宅介護事業所
指定訪問介護事業所　地域包括支援センター

〒999－3511山形県西村山郡河北町谷地目2325番地の2

（河北町総合福祉センター内）

TEL（0237）72－7800　TEL“FAX（0237）72－2941

露梱町境 
● 

㌢∴学園 
CHD　　　　　　　　　　　　　　　　Cこ⊃ 

●　　　　　　　　　　　● 

とん徹ホール　　　　　　oかり鯛○○ 
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